
社会的ソフトウェア構築ワークショップ 
 

～「世界を対象としたニーズ対応型地域研究推進事業：  

 南アジア周縁地域の開発と環境保全のための当事者 

 参加による社会的ソフトウェア研究」成果報告会～ 

日時：２００９年８月２８日（金）１４：１５～１７：２０（１４時開場） 

場所：東京国際フォーラム（下記参照）  
 東京都千代田区丸の内3丁目5番1号 （代表）:03-5221-9000  
主催：京都大学東南アジア研究所 

参加：無料（当日直接お越し頂いて結構ですが、事前に下記にご連絡頂けると幸いです．） 

安藤 和雄（代表） 京都大学東南アジア研究所/准教授 

藤田 幸一 京都大学東南アジア研究所/教授 

藤倉 達郎 京都大学大学院アジアアフリカ地域研究研究科/准教授 

矢嶋 吉司 京都大学東南アジア研究所/研究員 

南出 和余 京都大学地域研究統合情報センター/日本学術振興会特別研究員 

田中 雅子 日本福祉大学大学院国際社会開発研究科/博士後期課程 

本事業は、バングラデシュとネパールにおける開発と環境保全への対応策を、当事者の視点、特

に草の根レベルで問題解決に日々取り組んでいるＮＧＯのプロジェクト実践経験から相互開発的

に見出そうとするものです．「社会的ソフトウェア」とは、ＮＧＯの実践者の異なる経験知を、

実践課題に向けて利用可能なアクションプランに整えるメカニズムのことを意味します．報告会

では、これまでバングラデシュとネパールで行ってきた事例に基づき、「社会的ソフトウェア」

の有効性について議論します．研究者や開発機関職員、ＮＧＯに関わる方々など、多くの参加を

お待ちしています． 

連絡先： 

京都大学東南アジア研究所 

〒606-8501 京都市左京区吉田下阿達町46 
URL：http://ecf.cseas.kyoto-u.ac.jp/ 
E-mail: ando@cseas.kyoto-u.ac.jp 

プログラム 
14：15～14：25 趣旨説明 矢嶋吉司 

14：25～14：50 事例報告① 南出和余 

14：50～15：15 事例報告② Shampa* 

15：15～15：40 事例報告③ 田中雅子 

    休憩 

16：00～16：20 社会的ソフトウェアとＮＧＯ 安藤和雄 

16：20～16：40 アクションプラン  Bimal Kanti Kuri* 

16：40～17：10 全体討論       

17：10～17：20 総括       *バングラデシュECF現地事務局NGO 
          SSS (Society for Social Service) から招へい 

会場アクセス 

＜JR線＞ 

有楽町駅より徒歩1分  

東京駅より徒歩5分 

     (京葉線東京駅とB1F地下コンコースにて連絡)  

＜地下鉄＞ 

有楽町線 : 有楽町駅とB1F地下コンコースにて連絡  

日比谷線 : 銀座駅より徒歩5分/日比谷駅より徒歩5分 

千代田線 : 二重橋前駅より徒歩5分/日比谷駅より徒歩7分  

丸ノ内線 : 銀座駅より徒歩5分  

銀座線 : 銀座駅より徒歩7分/京橋駅より徒歩7分 


